
関水対協ニュース

関水対協 富士川部会 水質事故対策講習会を開催しました。（平成２３年１１月９日）

富士川部会では、平成２３年１１月９日に水質事故対策講習会を開催しました。講習会は、２部構成で

実施し、第１部では、山梨市民会館の会議室で、水質事故発生時の通報における注意点や、油類及び化

学物質等が河川に流出した際の注意点・対策技術の説明を行い、第２部では富士川支川笛吹川河川敷

（山梨市万力地先）で実地対策として、油類が流出した事を想定した流出拡大を防ぐためのオイルフェンス

展張 及びオイルマットの設置、そして化学物質が流出した事を想定した原因物質を特定するための簡易

水質調査を実施しました。

講習会には、当事務所職員及び維持工事業者、山梨県、静岡県、山梨市、笛吹市、甲府市の自治体職

員、防災エキスパートを含めた約５０名が参加して行いました。この講習会を通じて、水質事故が発生した

場合に備えた、より迅速な対応に向けて活かしていきたいと考えています。

H２３年度 水質事故対策講習会の状況

関東地方水質汚濁対策連絡協議会

会報 NO.３４ Ｈ２４．3．1

専門講師による講義（室内講習）

現地でのオイルフェンス設置状況簡易水質測定実施状況

講習会の状況（屋外講習） 簡易水質測定実施状況

水質事故に関するチラシを沿川自治体へ配布しました。

富士川部会では、水質事故を防止する為に作成した

チラシを沿川１５自治体に配布しました。

このチラシは、富士川流域で発生する水質事故の特

徴の一つであるビニールハウスから暖房用燃料が流出

したことが原因となる水質事故を防ぐため、事故に対す

る意識を高めてもらうために配布したものです。

チラシは、約800枚配布し、窓口等に置いていただ

きました。



静岡県内における水質事故は平成9年度から増加する傾向で、平成22年

度は100件の事故が発生しました。平成21年度は8月に静岡県で大きな地震

があったため、その影響と思われる貯油施設等の配管破損による油流出事

故が多く発生しまた。また、月別の推移では、春から夏に比較的多い傾向で

した。平成22年度の事故発生内容は油の流出事故が約60％を占めいていま

す。降雨のあった当日及びその翌日に油流出事故の発生が多い傾向でした。

静岡県における水質事故発生状況について

平成22年度　油流出事故の原因

水質事故発生件数の年次推移
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＊ 「関水対協富士川部会」は、流域自治体である山梨県、静岡県、長野県（オブザーバー）で構成しています。裏

面は、自治体の情報を記載しています。


